
品質保証研究会 第１５回通常総会 議事録 

［日  時］：平成１７年５月３１日（火） １３時３０分～１７時 

［場  所］：日本工業倶楽部 ３階大会堂 

［出 席 者］：４０名、委任状３９名(計７９名) 

［配布資料］ 

 （１）第１５回通常総会議事次第 

 （２）平成１６年度活動報告  ［第１号議案－１］ 

 （３）平成１６年度収支計算書  ［第１号議案－２－１］ 

 （４）貸借対照表    ［第１号議案－２－２］ 

 （５）平成１７年度活動計画  ［第２号議案－１］ 

 （６）平成１７年度収支予算案  ［第２号議案－２］ 

        (７) 平成１７年度,１８年度顧問    ［第３号議案］ 

 （８）平成１７年度役員候補者    ［第４号議案］ 

 （９）定例研究会平成１６年度活動報告書 品質保証システムの研究 

    （10）定例研究会平成１６年度活動報告書 エラーマネジメントに関する 

調査研究「組織事故低減のための枠組みの検討」 

（11）品質保証研究会講演 参考資料「原子力安全学の再構築と科学技術者 

の役割」 

  (12) ＱＡＳＧニュース５１号 

 （13）会員名簿（総会参加者名簿及び全会員名簿） 

［議  事］ 

 １．第１５回 通常総会 

  （１）開会宣言 司会者より開会宣言があった｡ 

  （２）会長挨拶 班目会長より、「原子力の品質保証が規制行政に組み込まれてほぼ

1年になり、色々な問題も出ているが、もう少し長い目で PDCA を回

しながら QA 活動を醸成していくことが必要である。美浜 3 号機事

故等を考えると、規制行政が電気事業者だけに限られていることが

気になっている。今後は産業界自身が積極的に QA 活動に関する提

案を行い、それを規制行政に取り入れていくべきである。」との挨

拶があった。 

  （３）議長選任 会則／細則に基づき、班目会長が議長に選任された。 

  （４）議案審議 第１号議案から第４号議案まで審議され、何れも原案どおりで承認
された｡ 

  （５）新役員紹介 平成１７年度役員の自己紹介による挨拶があった。 

  （６）閉会宣言 司会者より閉会宣言があった。 

 ２．平成１６年度定例研究会活動報告 

第１，第２グループリーダより、各定例研究会の平成１６年度の活動成果につき報告が
あった。 

 ３．特別講演 

「原子力安全学の再構築と科学技術者の役割」と題して、北村正晴氏(東北大学 未来科
学技術共同研究センター 客員教授)による講演を実施した。 

  
                               － 以 上 － 

  ［承認捺印欄］ 

 会 長 副会長 総 務 幹 事  監  事  

 班目 三角 石川   渡邉 鎌田  

幹 94-1 



 


